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t
、
西
行
の
木
像
 
 

大
阪
史
談
会
箭
 
『
西
行
法
師
文
献
目
録
』
（
昭
和
一
五
年
刊
）
と
い
う
本
が
あ
る
。
そ
の
時
点
ま
で
の
西
行
に
関
す
る
研
究
文
献
 
 

を
網
羅
し
て
、
大
変
に
便
利
な
本
で
あ
る
。
そ
の
五
七
貫
か
ら
五
入
頁
に
か
け
て
、
西
行
の
木
像
が
一
六
体
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
画
 
 

像
も
多
い
が
、
そ
れ
は
今
の
ぞ
く
。
石
像
は
わ
ず
か
一
体
な
の
で
、
木
像
の
中
に
入
れ
て
紹
介
す
る
。
そ
の
一
六
体
の
中
に
は
、
日
 
 

録
編
纂
時
に
す
で
に
失
な
わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
四
〇
年
以
上
へ
た
現
在
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
現
況
を
確
め
 
 

た
い
。
取
り
あ
げ
る
順
序
は
、
日
録
の
順
で
、
終
り
に
新
た
に
そ
の
存
在
を
知
っ
た
も
の
を
加
え
る
。
 
 

1
、
西
行
木
像
 
 
 

目
録
で
は
「
集
古
十
徳
所
載
、
河
内
金
剛
輪
寺
釈
迦
堂
安
置
（
駒
ケ
谷
）
、
今
亡
」
と
あ
る
。
 
 

●
は
・
び
i
の
こ
ま
が
だ
忙
 
 
 

「
金
剛
輪
寺
」
は
、
現
在
、
大
阪
府
羽
曳
野
市
駒
ケ
谷
に
あ
る
。
い
に
し
え
の
竹
内
街
道
に
面
し
、
竹
内
越
え
の
大
阪
側
の
入
り
 
 

口
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
蔵
さ
れ
て
い
た
西
行
像
は
、
昭
和
一
〇
年
代
に
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
集
古
十
種
』
 
 

を
見
る
と
、
そ
れ
は
胡
座
を
組
ん
で
手
を
重
ね
た
座
禅
の
姿
の
像
で
あ
る
。
首
を
、
向
か
っ
て
左
に
や
や
懐
け
、
日
は
半
眼
に
閉
じ
 
 

た
お
だ
や
か
な
表
情
で
あ
る
。
田
口
卯
書
氏
「
王
朝
の
兼
」
 
上
 
（
雑
誌
虫
海
明
治
二
八
年
九
月
号
）
 
に
挿
絵
に
も
使
わ
れ
て
い
る
 
 

が
、
そ
れ
も
『
集
古
十
種
』
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

西
行
の
木
像
と
江
戸
町
人
大
井
定
恒
の
こ
と
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2
、
西
行
木
像
 
 
 

目
録
に
「
伝
頓
阿
刻
、
京
都
帝
室
博
物
館
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
も
、
京
都
国
立
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
未
見
。
 
 
 

尾
山
篤
二
郎
氏
『
校
註
西
行
法
師
全
歌
集
』
（
創
元
文
庫
昭
和
二
七
年
刊
）
の
口
絵
に
、
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
 
 

れ
ば
、
右
脚
を
胡
座
風
に
横
に
し
、
左
脚
を
立
て
て
、
そ
の
上
に
左
手
を
置
く
、
め
ず
ら
し
い
ポ
ー
ズ
の
座
像
で
あ
る
。
右
手
は
床
 
 

に
つ
け
、
体
に
斜
め
に
風
呂
敷
包
み
ら
し
き
も
の
を
背
負
っ
て
い
る
。
頭
ほ
や
や
上
方
に
向
け
、
物
を
見
上
げ
て
い
る
風
情
で
あ
 
 

る
。
大
き
さ
は
わ
か
ら
な
い
。
 
 

3
、
西
行
木
像
 
 
 

「
伝
文
覚
刻
、
河
内
弘
川
寺
蔵
」
と
あ
る
。
現
在
も
、
大
阪
府
南
河
内
郡
河
南
町
の
弘
川
寺
西
行
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

梅
沢
和
軒
『
山
家
集
詳
解
』
（
武
蔵
屋
書
店
明
治
四
四
年
刊
）
の
口
絵
に
、
「
木
像
は
風
手
超
凡
、
彼
の
荒
行
老
文
覚
を
し
て
、
文
 
 

覚
を
こ
そ
打
め
と
長
歌
三
嘆
せ
し
め
た
る
北
面
の
武
士
藤
原
義
清
、
英
人
を
想
見
せ
し
む
豪
傑
的
作
品
と
云
ふ
べ
し
」
云
々
と
い
う
 
 

文
章
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
他
に
安
田
章
生
民
『
西
行
』
（
爾
生
還
吾
昭
和
四
八
年
刊
）
加
藤
政
吉
氏
『
西
行
管
見
』
（
短
歌
 
 

新
聞
社
昭
和
五
〇
年
刊
）
に
も
、
口
絵
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

台
座
が
写
真
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
、
撮
影
の
た
め
に
場
所
を
動
か
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
西
行
堂
に
お
い
て
は
、
木
の
台
座
の
 
 

上
に
あ
る
。
約
七
〇
糎
の
丈
で
あ
る
。
座
禅
の
状
態
で
、
両
手
を
胡
座
の
上
に
組
み
、
顔
は
正
面
を
向
き
、
限
を
つ
む
り
、
口
も
と
 
 

に
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
叫
さ
き
の
金
剛
輪
寺
蔵
の
も
の
と
と
も
に
、
『
集
舌
十
種
』
に
収
め
ら
れ
て
、
古
く
か
ら
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
 
 

て
い
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 

4
、
西
行
法
師
坐
像
 
 
 

「
伝
西
行
作
、
東
成
郡
天
王
寺
村
字
中
寺
町
三
五
、
持
明
院
蔵
」
と
あ
る
。
未
見
。
 
 
 



西行の木像と江戸町人大井定恒のこと   

「
持
明
院
」
の
所
在
が
ほ
っ
き
り
し
な
い
。
「
東
成
郡
」
や
「
天
王
寺
村
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
現
在
の
大
阪
市
東
成
区
や
天
王
寺
区
 
 

な
か
で
ら
ち
上
1
 
 

に
ほ
「
中
寺
町
」
の
字
が
な
く
、
南
区
に
中
寺
町
の
字
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
天
王
寺
区
下
寺
町
、
生
玉
町
、
上
本
町
か
ら
引
 
 

き
つ
づ
い
て
帯
状
に
大
寺
院
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
大
阪
の
市
街
地
を
整
備
す
る
た
め
に
、
市
中
の
寺
を
こ
こ
に
集
め
 
 

た
た
め
で
、
か
つ
て
は
二
百
の
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
。
「
持
明
院
」
は
そ
の
中
の
一
つ
か
。
 
 

5
、
西
行
法
師
像
 
 
 

「
伝
西
行
作
、
大
阪
江
口
寂
光
寺
蔵
」
と
あ
る
。
未
見
。
 
 
 

寺
は
、
現
在
、
大
阪
市
東
淀
川
区
南
江
口
町
二
丁
目
。
西
行
と
江
口
の
遊
女
と
の
応
酬
に
ち
な
み
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
遊
 
 

た
丸
 
 

女
妙
が
出
家
し
て
開
い
た
の
が
、
寂
光
寺
で
あ
る
と
い
う
。
境
内
に
西
行
塚
と
江
口
の
君
塚
と
が
並
び
、
本
堂
に
両
人
の
木
像
が
あ
 
 

る
と
い
う
。
 
 

6
、
西
行
法
師
木
像
 
 
 

「
東
京
、
竹
柏
園
蔵
」
と
あ
る
。
所
在
不
明
。
 
 

7
、
西
行
法
師
木
像
 
 
 

「
小
野
庄
兵
衛
作
、
砲
兵
工
廠
内
、
後
楽
園
旧
蔵
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
直
前
に
掲
げ
て
い
る
 
「
光
茂
筆
西
行
物
語
絵
巻
」
 
 

と
と
も
に
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

8
、
西
行
木
像
 
 
 

「
伝
文
覚
作
、
大
磯
鴫
立
庵
蔵
」
と
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
現
在
も
、
神
奈
川
県
大
磯
町
の
鴫
立
鹿
西
行
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
約
一
米
の
高
さ
の
も
の
で
、
右
脚
を
横
に
胡
座
に
 
3
9
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 し

、
左
脚
を
立
て
て
右
手
で
そ
の
膝
の
あ
た
り
を
抱
き
、
左
手
で
そ
の
右
手
の
手
首
を
つ
か
ん
で
い
る
。
顔
ほ
前
方
を
向
き
、
は
げ
 
4
0
 
 

し
い
表
情
を
し
て
い
る
。
う
る
し
塗
り
で
あ
っ
た
も
の
が
、
頭
上
や
胸
の
あ
た
り
一
帯
が
は
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
い
っ
そ
う
異
様
 
 

に
は
げ
し
く
見
え
る
。
 
 
 

鴫
立
庵
は
、
荻
原
井
泉
水
氏
『
古
人
を
尋
ね
て
』
（
借
成
社
昭
和
一
入
年
刊
）
中
の
「
大
磯
の
春
」
u
と
い
う
文
章
で
詳
細
に
述
べ
 
 

ら
れ
て
い
る
は
か
、
触
れ
て
い
る
文
章
が
多
い
。
木
像
は
、
加
藤
政
書
氏
『
西
行
管
見
』
（
前
引
）
 
の
口
絵
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

9
、
西
行
木
像
 
 
 

「
東
京
千
住
幸
手
、
東
大
寺
蔵
」
と
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ほ
、
西
行
が
奥
州
行
脚
の
途
次
、
一
時
足
を
と
め
た
と
い
う
伝
承
（
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
）
を
持
つ
、
埼
玉
県
北
葛
飾
 
 

さ
ち
み
†
 
 

郡
杉
戸
町
下
高
野
の
東
大
寺
に
伝
来
し
た
も
の
。
東
大
寺
が
廃
寺
と
な
っ
て
以
後
、
現
在
は
隣
の
幸
手
町
幸
官
神
社
に
保
管
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

七
〇
糎
ほ
ど
の
高
さ
の
像
。
右
膝
を
立
て
左
足
を
前
に
く
ず
し
た
く
つ
ろ
い
だ
姿
で
あ
る
。
顔
は
正
面
を
向
き
、
ほ
ほ
え
み
を
浮
 
 

か
べ
て
い
る
。
立
て
た
腰
や
左
手
の
あ
た
り
が
破
損
し
て
い
る
。
埼
玉
県
立
博
物
館
が
昭
和
五
一
年
開
催
し
た
「
さ
い
た
ま
の
肖
像
 
 

展
」
に
出
品
さ
れ
、
図
録
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

S
、
西
行
木
像
 
 
 

「
京
都
東
山
双
林
寺
蔵
」
と
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
京
都
市
東
山
区
円
山
公
園
実
の
西
行
庵
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
七
〇
桓
ほ
ど
の
高
さ
で
、
正
座
し
て
両
手
を
膝
の
上
に
 
 

置
き
、
茶
人
風
で
あ
る
。
疎
は
正
面
を
む
き
、
ほ
ほ
え
み
を
浮
か
べ
た
温
顔
で
あ
る
。
西
行
庵
発
行
の
絵
は
が
き
の
一
枚
と
な
っ
て
 
 

い
る
。
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1
1
、
西
行
木
像
 
 
 

「
京
都
西
山
花
の
寺
勝
持
寺
蔵
」
と
あ
る
。
 
 
 

京
都
市
右
京
区
に
あ
る
こ
の
寺
に
は
、
か
つ
て
西
行
庵
が
あ
り
、
そ
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
は
、
改
築
さ
れ
た
資
 
 

料
館
の
中
に
安
置
し
て
あ
る
。
＜
○
糎
ほ
ど
の
高
さ
の
も
の
で
、
正
座
し
て
左
手
を
膝
に
、
右
手
は
数
珠
を
持
っ
て
胸
の
あ
た
り
に
 
 

あ
げ
て
い
る
。
顔
は
正
面
を
見
て
、
ほ
ほ
え
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。
窪
田
章
一
郎
氏
『
西
行
の
研
究
』
（
東
京
重
昭
和
三
六
年
刊
）
 
 

の
口
絵
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

1
2
、
僧
西
行
立
像
 
 
 

「
清
水
立
慶
作
木
進
一
躯
、
久
保
田
庄
左
衛
門
氏
蔵
」
と
あ
る
。
未
見
。
 
 

1
3
、
西
行
木
像
 
 
 

「
青
野
水
分
神
社
蔵
」
と
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
現
在
、
奈
良
県
青
野
町
の
青
野
水
分
神
社
の
回
廊
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
六
二
短
く
ら
い
の
座
像
。
正
座
し
て
左
手
 
 

を
膝
に
、
右
手
に
数
珠
を
持
っ
て
胸
の
あ
た
り
に
あ
げ
て
い
る
。
背
に
銘
が
あ
っ
て
、
「
奉
納
天
明
五
乙
己
春
願
主
／
江
戸
南
鍛
冶
 
 

町
大
井
八
右
工
門
定
恒
／
細
工
人
同
中
橋
益
田
慶
運
」
と
三
行
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

宮
司
山
本
康
男
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
は
、
像
ほ
古
く
ほ
奥
千
本
西
行
庵
に
安
置
さ
九
て
い
た
が
、
明
治
の
末
、
庵
ほ
無
住
と
な
っ
 
 

た
た
め
当
社
に
移
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
昭
和
五
六
年
二
月
東
京
大
丸
展
で
開
か
れ
た
「
大
和
の
国
書
野
展
」
に
出
品
さ
れ
た
由
で
あ
 
 

る
。
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1
4
、
西
行
木
像
 
 
 

「
讃
岐
仲
多
度
郡
吉
原
村
、
山
里
庵
蔵
」
と
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
少
し
疑
問
が
あ
る
。
「
山
里
庵
」
 
と
い
う
の
は
、
香
川
県
善
通
寺
市
の
水
茎
の
岡
と
呼
ば
れ
る
岡
の
中
腹
に
あ
る
西
行
 
 

庵
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
間
四
方
の
堂
の
中
に
は
、
無
名
の
木
像
が
あ
る
。
民
間
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
て
、
帽
子
や
 
 

衣
服
を
ま
と
っ
て
い
て
、
形
状
も
さ
だ
か
で
な
い
。
こ
れ
が
西
行
像
と
は
、
断
言
し
が
た
い
。
 
 
 

佐
藤
恒
雄
氏
の
調
査
に
よ
れ
は
、
善
通
寺
市
に
は
、
次
の
よ
う
な
西
行
俸
が
現
存
し
て
い
る
。
 
 

イ
、
善
通
寺
蔵
西
行
木
像
 
 

伝
囁
阿
作
。
六
〇
桂
あ
ま
り
の
小
さ
な
も
の
。
台
座
の
上
に
、
や
や
膜
を
か
が
め
つ
つ
立
っ
て
い
る
。
包
み
を
背
負
っ
て
胸
の
 
 
 

前
で
結
ん
で
い
る
。
前
方
を
見
上
げ
て
い
る
風
情
で
あ
る
。
 
 

p
、
玉
泉
院
蔵
西
行
石
像
 
 

六
〇
糎
ほ
ど
の
高
さ
の
立
像
、
布
地
の
衣
服
を
着
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
手
足
は
見
え
な
い
。
顔
は
摩
滅
し
て
目
鼻
が
は
っ
き
 
 
 

り
し
な
い
。
 
 

ハ
、
具
茶
羅
寺
蔵
西
行
木
像
 
 

高
さ
七
〇
糎
あ
ま
り
の
座
像
。
右
脚
を
胡
座
に
し
、
そ
の
上
に
右
手
、
左
脚
を
立
て
て
そ
の
膝
に
左
手
を
置
い
て
、
正
面
を
見
 
 
 

る
。
 
 

「
山
里
庵
蔵
」
と
㌻
う
の
は
、
あ
る
い
は
イ
か
ハ
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

1
5
、
西
行
石
像
 

「
高
一
尺
五
寸
余
坐
像
、
讃
岐
白
峰
神
社
蔵
」
と
あ
る
。
未
見
。
1
4
の
と
こ
ろ
で
あ
げ
た
ロ
の
石
像
は
、
こ
れ
と
関
係
が
あ
る
か
 
 

も
し
れ
な
い
。
「
白
峰
神
社
」
は
「
白
峰
寺
」
 
の
あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う
。
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1
6
、
西
行
木
像
 
 

「
立
像
、
伝
自
作
、
名
舌
昆
郊
外
小
牧
山
下
宝
林
禅
寺
」
と
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
「
玉
杯
禅
寺
」
が
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
小
牧
山
下
に
あ
る
と
い
う
と
、
．
愛
知
県
小
牧
市
市
之
久
田
に
あ
る
本
光
寺
に
 
 

あ
る
木
像
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
五
六
糎
あ
ま
り
の
立
像
で
、
杖
を
双
手
に
つ
き
、
や
や
上
向
き
に
顔
を
あ
げ
て
、
休
ん
で
 
 

い
る
風
情
で
あ
る
。
 
 
 

伝
承
で
は
西
行
ほ
、
同
じ
小
牧
市
東
原
町
の
春
日
寺
に
一
時
身
を
寄
せ
て
い
た
が
、
そ
の
間
木
像
を
刻
ん
で
残
し
て
立
ち
去
っ
 
 

た
。
村
人
は
西
行
堂
を
建
て
て
木
像
を
安
置
し
た
が
、
春
日
寺
が
廃
寺
と
な
る
に
及
ん
で
堂
も
こ
わ
れ
、
木
像
も
転
々
と
し
た
。
最
 
 

終
的
正
文
化
年
間
（
一
入
〇
四
－
一
八
一
八
）
に
至
っ
て
、
本
光
寺
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
 
（
『
愛
知
の
伝
説
』
 
日
本
の
伝
説
7
・
 
 

角
川
書
店
昭
和
五
一
年
刊
）
。
 
 

1
7
、
西
行
木
像
写
真
 
 
 

宮
内
庁
書
陵
郡
蔵
。
明
治
期
の
写
真
。
岩
を
か
た
ど
っ
た
木
の
株
の
上
に
、
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
西
行
。
わ
ら
じ
、
僧
衣
を
身
に
 
 

つ
け
、
旅
の
風
情
で
あ
る
。
包
み
を
背
負
い
、
胸
の
所
で
結
ん
で
い
る
。
右
膝
の
上
に
右
手
を
お
き
、
左
手
で
右
手
首
を
つ
か
む
。
 
 

右
足
を
左
膝
の
上
に
載
せ
る
。
 
 
 

寄
せ
木
造
り
ら
し
く
、
腰
の
部
分
に
横
に
割
れ
目
、
首
か
ら
胸
の
部
分
に
縦
の
割
れ
目
が
あ
る
。
顔
は
正
面
を
む
き
、
目
を
見
ひ
 
 

ら
く
。
原
物
の
所
在
、
大
き
さ
は
不
明
。
 
 

以
上
か
ら
、
西
行
木
像
の
風
姿
を
類
別
す
る
と
、
第
一
に
、
弘
川
寺
、
勝
持
寺
、
青
野
水
分
神
社
な
ど
に
蔵
せ
ら
れ
る
座
禅
姿
の
 
 

も
の
が
あ
る
。
こ
の
変
型
と
し
て
、
東
山
西
行
庵
蔵
の
茶
人
風
の
正
座
姿
が
あ
る
。
第
二
に
、
京
都
国
立
博
物
館
、
鴨
立
庵
、
幸
官
 
 

神
社
な
ど
に
蔵
せ
ら
れ
る
、
旅
の
途
中
で
休
ん
で
い
る
体
の
、
右
脚
を
横
に
左
脚
を
立
て
た
軍
の
も
の
が
あ
る
。
本
光
寺
蔵
の
立
 
1
3
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像
、
書
陵
部
蔵
（
写
真
）
の
腰
掛
け
姿
も
、
旅
を
行
く
西
行
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

二
、
大
井
定
恒
の
こ
と
ー
そ
の
一
 
 

こ
れ
ら
の
西
行
の
木
像
が
、
伝
承
は
と
も
あ
れ
実
際
に
、
ど
う
い
う
事
情
で
製
作
さ
れ
た
か
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
の
が
、
1
3
 
 

の
吉
野
水
分
神
社
蔵
の
木
像
の
銘
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
銘
に
よ
っ
て
こ
の
像
が
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
、
今
か
ら
二
百
年
近
く
昔
、
江
戸
の
南
鍛
冶
町
に
住
む
大
井
八
右
ヱ
門
 
 

が
、
同
じ
く
江
戸
の
中
橋
に
住
む
益
田
慶
運
（
仏
師
ら
し
い
名
で
あ
る
）
に
遣
ら
せ
て
、
寄
進
し
た
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
西
行
庵
 
 

に
寄
進
し
た
と
は
断
定
し
が
た
い
）
 
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

甫
鍛
冶
町
は
、
岸
井
良
衛
氏
『
江
戸
・
町
づ
く
し
稿
』
（
青
蛙
房
昭
和
四
〇
年
刊
）
で
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
（
括
弧
 
 

内
は
、
同
書
の
拠
っ
た
出
典
書
名
を
示
す
）
。
 
 
 

南
鍛
冶
町
（
み
な
み
か
じ
ち
ょ
う
）
 
 
 

一
入
五
〇
年
の
革
永
坂
の
日
本
橋
南
絵
図
に
よ
る
と
、
南
大
工
町
と
狩
野
探
淵
畳
舗
、
畳
町
の
間
で
、
外
濠
と
甫
伝
馬
町
二
、
 
 

三
丁
目
の
間
に
、
一
丁
日
と
二
丁
目
と
あ
る
。
 
 
 

一
六
三
二
年
の
寛
永
図
に
は
、
か
ぢ
町
、
同
二
丁
メ
と
出
て
い
る
。
 
 
 

一
六
七
〇
年
の
寛
文
図
か
ら
は
南
か
ぢ
一
丁
メ
、
同
二
丁
メ
と
な
っ
て
い
る
。
神
田
の
鍛
冶
町
に
対
し
て
の
南
で
あ
ろ
う
。
 
 

某
府
の
鍛
冶
役
の
者
の
居
住
地
〔
志
料
〕
 
 

狂
言
師
鷺
伝
右
衛
門
 
 

同
 
 
鷺
小
伝
次
 
 

同
 
 
矢
田
清
兵
衛
〔
図
鑑
綱
目
〕
 
 

江
戸
前
御
蒲
焼
、
三
村
完
治
郎
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な
か
は
し
ひ
ろ
こ
う
じ
も
⊥
う
 
 

刻
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
中
棉
」
ほ
、
橋
の
名
と
し
て
各
所
に
あ
る
が
、
地
名
と
し
て
概
当
し
そ
う
な
の
は
中
横
広
小
路
町
で
 
 

あ
る
。
現
在
の
中
央
区
八
重
洲
三
、
四
丁
目
の
辺
で
、
南
鍛
冶
町
と
き
わ
め
て
近
い
距
離
に
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
こ
の
「
大
井
∧
右
工
門
定
恒
」
は
、
江
戸
時
代
の
人
名
録
ほ
お
ろ
か
、
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
な
ど
の
近
代
の
人
名
辞
書
 
 

の
煩
に
も
、
そ
の
名
を
ま
っ
た
く
見
い
だ
せ
な
い
。
．
わ
ず
か
に
『
国
書
総
目
録
』
の
 
「
著
者
名
索
引
」
に
、
「
大
井
定
恒
」
 
の
著
述
 
 

と
し
て
『
桂
谷
の
記
』
『
杉
田
記
』
『
よ
さ
の
海
』
の
三
書
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
『
よ
さ
の
海
』
 
は
、
「
地
誌
、
㊨
、
旧
浅
野
 
 

家
」
と
あ
っ
て
、
戦
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
前
二
吾
が
叢
書
『
片
玉
集
』
中
に
収
め
ら
れ
て
現
存
し
て
い
る
。
 
 
 

以
下
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
歳
の
同
書
に
よ
っ
て
、
大
井
定
恒
に
つ
い
て
わ
か
る
所
を
紹
介
し
て
行
く
。
 
 

細
腰
生
蕎
麦
、
増
田
匿
紋
治
郎
 
 

同
、
大
黒
星
弥
兵
衛
〔
酒
飯
手
引
草
〕
 
 

◇
一
丁
日
 
 

英
子
お
ろ
し
所
、
尾
張
屋
伊
八
 
 

紀
州
御
用
御
料
理
、
梅
松
星
政
五
郎
〔
買
物
独
案
内
〕
 
 

◇
二
丁
目
 
 

煙
草
間
置
、
奈
良
産
卵
兵
衛
〔
買
物
独
案
内
〕
。
 
 

名
主
、
中
野
五
郎
兵
衛
〔
続
砂
子
〕
 
 

明
治
五
年
に
一
二
一
丁
目
を
合
併
。
そ
の
地
積
は
五
千
百
五
十
七
坪
〔
志
料
〕
 
 

現
・
中
央
区
八
重
洲
五
丁
目
の
内
と
同
京
橋
二
丁
目
の
内
 
 

と
く
わ
し
い
。
そ
こ
に
住
む
「
大
井
八
石
工
門
定
恒
」
ほ
、
諸
賢
料
に
ま
っ
た
く
名
が
見
え
な
い
が
、
 
 

な
富
裕
な
商
人
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
 
 
 

な
お
細
工
人
の
「
益
田
慶
運
」
は
、
そ
の
姓
名
か
ら
推
し
て
仏
師
で
あ
ろ
う
。
「
益
田
」
 
の
姓
は
、
 
 

名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
よ
う
 
 

l
ん
き
い
 
 
 
 
ぐ
う
し
上
 
 

岡
効
斉
、
同
道
所
な
ど
、
策
 
 

45   
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三
、
『
杉
田
記
』
と
『
柱
谷
の
記
』
 
 

ま
ず
、
『
杉
田
記
』
に
つ
い
て
。
 
 

「
杉
田
」
ほ
、
現
在
の
横
浜
市
磯
子
区
杉
田
一
丁
日
か
ら
九
丁
目
で
あ
る
。
最
寄
り
の
駅
名
と
し
て
、
国
鉄
根
岸
線
新
杉
田
駅
、
京
 
 

浜
急
行
線
杉
由
駅
が
あ
る
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
 
巻
七
九
、
久
良
岐
郡
之
七
に
「
杉
田
村
」
を
説
明
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
 
 

て
い
る
。
 
 

杉
田
村
は
、
東
の
方
海
浜
に
あ
り
。
正
保
元
禄
二
図
は
寺
家
村
と
記
す
。
杉
田
は
古
名
に
て
妙
法
寺
大
寺
な
り
し
故
、
中
頃
寺
 
 
 

家
村
と
号
し
、
今
又
古
名
に
復
せ
り
。
彼
等
縁
起
に
古
此
地
杉
多
し
、
故
に
杉
田
の
名
起
れ
り
、
今
此
辺
二
十
ニ
ケ
村
皆
其
地
 
 
 

な
り
し
と
い
へ
り
、
（
中
略
）
江
戸
日
本
橋
よ
り
行
程
十
l
一
旦
、
．
東
は
海
岸
に
添
ひ
、
西
は
保
土
谷
宿
よ
り
金
沢
・
鎌
倉
に
達
 
 
 

す
る
往
来
を
隔
て
中
里
村
に
隣
り
、
南
は
富
岡
村
に
接
し
、
北
ほ
中
原
村
に
界
ふ
、
東
西
南
北
皆
其
径
十
二
丁
に
余
る
、
土
地
 
 

多
斥
歯
な
れ
ほ
穀
類
野
菜
相
応
せ
ぎ
る
を
も
て
、
殊
に
植
樹
を
多
く
穂
て
其
子
を
採
る
、
今
江
戸
の
人
杉
田
梅
と
て
、
花
時
観
 
 

賞
の
遊
客
至
る
も
の
ほ
即
、
此
所
な
り
（
中
略
）
、
 
 

さ
れ
ば
花
時
に
は
芳
香
数
里
に
及
び
、
景
色
こ
と
に
勝
れ
た
り
、
文
人
往
々
雪
霜
を
侵
し
て
遊
賞
し
、
今
は
梅
花
の
一
名
区
と
 
 

な
れ
り
（
以
下
略
）
。
 
 
 

す
な
わ
ち
梅
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
江
戸
文
人
た
ち
の
紀
行
文
が
多
く
あ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
 
で
見
る
と
、
 
 

杉
田
日
記
（
清
水
浜
臣
著
、
文
化
七
年
刊
）
 
 

杉
田
村
観
梅
記
（
佐
藤
一
斉
著
）
 
 

杉
田
遊
覧
誌
（
竹
村
立
義
著
）
 
 

杉
田
雑
記
（
同
著
、
文
政
八
年
成
立
）
 
 

杉
田
観
梅
紀
行
（
小
島
春
漁
著
）
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杉
田
紀
行
（
石
永
兵
書
）
 
 

が
あ
り
、
『
杉
田
日
記
』
『
杉
田
遊
覧
誌
』
は
、
『
神
奈
川
県
郷
土
資
料
集
成
』
 
六
に
収
め
ら
れ
て
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
の
代
表
的
 
 

な
も
の
は
、
清
水
浜
臣
（
一
七
七
六
－
一
入
二
四
）
の
『
杉
田
日
記
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
佐
村
八
艮
氏
『
国
書
解
騒
』
で
は
、
内
 
 

容
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

著
者
が
武
州
な
る
蒲
田
及
び
杉
田
に
梅
見
し
た
る
時
の
雅
文
紀
行
な
り
。
道
す
が
ら
の
景
色
、
神
社
、
仏
寺
、
地
名
等
委
し
く
 
 

お
も
し
ろ
く
記
さ
れ
た
り
。
歌
は
杉
田
に
て
読
み
た
る
長
歌
一
篇
の
み
。
 
 
 

大
井
冠
恒
の
『
杉
田
記
』
は
、
『
郷
土
資
料
集
成
』
に
も
洩
れ
て
い
て
、
ま
っ
た
く
世
間
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
 
 

浜
臣
た
ち
国
学
者
や
漢
学
者
た
ち
の
文
章
と
ち
が
っ
て
、
町
人
の
人
情
こ
ま
や
か
な
旅
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
点
が
お
も
し
ろ
 
 

ま
ず
書
き
出
し
で
あ
る
。
（
適
宜
、
読
点
を
付
し
た
）
 
 
 

去
年
の
冬
よ
り
世
の
な
り
は
ひ
の
せ
は
し
う
く
し
た
る
に
、
心
や
り
せ
ん
と
恩
ふ
に
、
此
比
こ
そ
梅
は
盛
な
れ
、
杉
田
と
い
へ
 
 
 

る
所
は
、
江
戸
よ
り
一
日
の
道
を
へ
た
つ
れ
は
、
花
の
盛
を
人
伝
に
の
み
聞
な
し
い
く
と
せ
か
あ
た
に
過
ぬ
る
を
、
誠
や
花
見
 
 

て
く
ら
す
春
そ
す
く
な
き
な
と
お
も
ひ
し
ら
れ
て
、
か
し
こ
の
梅
一
た
ひ
は
見
ま
ほ
し
う
、
う
し
ろ
や
す
き
中
な
れ
は
、
周
久
 
 

ぬ
し
を
い
さ
な
ひ
つ
つ
、
寛
政
四
年
如
月
十
一
日
の
あ
し
た
、
空
の
と
か
な
れ
は
い
そ
き
さ
う
そ
き
て
宿
を
出
る
、
 
 

ヾ
ヾ
、
 
 

霞
た
つ
空
を
し
ら
く
に
梅
の
花
咲
つ
～
匂
ふ
里
や
た
つ
ね
ん
 
 
定
恒
 
 

よ
し
さ
ら
は
行
て
尋
む
咲
梅
の
花
に
い
さ
な
ふ
言
の
は
の
友
 
 
周
久
 
 
 

定
恒
の
出
発
し
た
の
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
 
二
月
十
一
日
、
「
周
久
」
（
こ
の
人
物
、
伝
不
明
）
 
と
い
っ
し
ょ
で
あ
っ
た
。
周
 
 

久
は
、
以
下
に
続
く
文
章
中
で
二
十
首
も
の
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
定
恒
と
は
「
言
の
菓
の
友
」
す
な
わ
ち
和
歌
を
た
し
な
む
友
人
同
 
 

士
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。
な
お
引
用
文
中
の
「
花
見
て
く
ら
す
春
そ
す
く
な
き
」
は
、
『
古
今
集
』
賀
・
藤
原
興
風
の
 
「
い
た
づ
 
 

ら
に
過
ぐ
る
月
日
は
思
ほ
え
で
花
見
て
暮
す
春
ぞ
少
な
き
」
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
 
 
 

次
に
高
輪
、
品
川
の
宿
を
過
ぎ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
詠
む
。
そ
し
て
そ
の
あ
た
り
か
ら
、
「
正
方
」
と
い
う
人
物
が
加
わ
っ
て
 
4
7
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三
人
の
旅
と
な
る
。
 
 

折
し
も
川
崎
の
宿
な
る
正
方
ぬ
し
、
江
戸
よ
り
の
か
へ
る
さ
な
り
と
て
行
あ
ひ
ぬ
、
三
と
せ
の
お
ほ
つ
か
な
さ
、
な
に
く
れ
か
 
 

た
ら
ひ
と
も
な
ふ
、
遠
山
霞
と
い
ふ
題
を
出
し
て
、
通
す
か
ら
よ
め
る
、
 
 

朝
日
影
匂
ふ
霞
の
ひ
ま
も
れ
て
残
る
高
ね
の
雪
も
は
る
け
き
 
 
定
恒
 
 

雪
も
は
や
残
ら
す
消
え
て
薄
緑
霞
に
に
ほ
ふ
を
ち
の
山
の
は
 
 
周
久
 
 

雲
か
ゝ
る
峰
の
み
晴
て
通
な
る
山
本
か
す
む
春
の
～
と
け
さ
 
 
正
方
 
 

「
正
方
」
（
こ
の
人
物
も
、
伝
不
明
）
は
、
川
崎
の
宿
の
人
だ
っ
た
が
、
三
年
間
江
戸
に
暮
ら
し
て
い
て
、
今
、
わ
が
家
へ
帰
ろ
う
と
 
 

す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
人
が
杉
田
へ
行
く
と
聞
い
て
、
正
方
は
、
明
日
の
晩
は
必
ず
寄
り
な
さ
い
と
す
す
め
る
。
正
方
 
 

と
別
れ
、
二
人
ほ
川
崎
の
宿
の
ほ
ず
れ
で
昼
食
を
と
り
、
鶴
見
、
神
奈
川
の
宿
を
へ
て
、
そ
の
夜
は
程
ケ
谷
の
宿
に
泊
ま
る
。
そ
の
 
 

夜
、
二
人
の
詠
ん
だ
歌
は
、
 
 

ぅ
き
そ
と
も
お
も
は
て
む
す
ふ
草
放
か
た
ら
ひ
な
れ
し
友
を
た
の
み
に
 
 
定
恒
 
 

か
り
そ
め
の
す
さ
み
に
む
す
ふ
草
枕
一
夜
ふ
た
よ
は
う
き
も
お
も
は
す
 
 
周
久
 
 

と
、
旅
の
憂
さ
に
か
こ
つ
け
て
友
情
を
確
認
し
あ
う
も
の
で
あ
る
。
実
際
こ
の
紀
行
文
の
よ
さ
は
、
い
わ
ゆ
る
名
所
遊
覧
記
に
な
ら
 
 

ず
、
登
場
す
る
人
間
の
心
情
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
 
 
 

次
の
日
は
金
沢
街
道
を
進
ん
で
、
「
い
し
な
坂
」
「
岡
村
」
「
し
み
づ
坂
」
「
森
村
」
を
越
え
て
、
杉
田
村
に
着
い
た
。
村
中
、
梅
の
 
 

れ
い
と
う
さ
ん
 
花
と
匂
い
に
み
ち
み
ち
て
、
二
人
ほ
夢
心
地
で
さ
ま
よ
い
歩
い
た
が
、
霊
桐
山
東
禅
寺
の
近
く
で
、
と
あ
る
家
の
主
と
め
ぐ
り
あ
っ
 
 

た
の
で
あ
る
。
 
 
 

や
ふ
し
か
く
れ
の
家
の
か
こ
ひ
に
、
こ
め
き
た
る
梅
の
わ
き
て
匂
ふ
を
立
よ
り
て
こ
と
ゝ
へ
ば
、
あ
る
し
も
立
い
て
、
「
は
る
 
 
 

く
の
道
を
花
み
ん
と
こ
し
給
ふ
な
ん
い
と
を
か
し
、
し
は
し
や
す
ら
へ
か
し
、
花
あ
る
か
た
を
あ
な
い
し
て
く
ほ
L
く
見
せ
 
 
 

申
さ
ん
」
な
と
い
ふ
も
た
の
も
し
う
、
出
店
の
は
し
に
や
す
ら
ふ
、
…
…
（
中
略
）
、
 
 
 

や
か
て
あ
る
し
に
い
さ
な
は
れ
、
山
の
そ
か
ひ
を
つ
た
ひ
行
に
、
海
つ
ら
の
屡
の
ひ
ま
に
真
帆
か
け
し
ふ
ね
の
い
と
う
ら
ら
か
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も
と
の
家
ゐ
に
立
帰
り
あ
れ
は
、
あ
つ
も
の
て
う
し
、
昼
の
か
れ
ゐ
い
た
し
け
る
、
ま
た
な
れ
ぬ
人
の
か
く
ま
て
ね
も
こ
ろ
に
 
 

も
て
な
し
も
の
せ
ら
る
、
も
お
も
ひ
か
け
す
、
さ
き
の
と
し
く
い
き
け
る
人
の
歌
、
短
冊
に
善
し
は
い
か
い
の
句
も
、
さ
ま
 
 

7
 
 
 

1
 
 
 

′
1
な
る
を
と
う
て
つ
～
見
せ
け
る
、
我
も
つ
か
の
ま
な
か
ら
み
し
か
き
筆
と
り
あ
へ
す
ふ
と
こ
ろ
紙
に
雷
つ
く
、
 
 
 

に
見
え
わ
た
る
な
と
、
又
い
み
し
、
所
の
鎮
守
な
り
と
て
、
八
幡
の
為
や
し
ろ
ま
し
ま
す
、
神
さ
ひ
た
る
森
に
木
つ
た
ふ
う
く
 
 
 

ひ
す
の
こ
ゑ
も
、
花
の
あ
た
り
や
め
て
き
け
ん
と
を
か
し
、
世
の
春
の
い
つ
く
は
あ
れ
と
、
磯
山
か
す
む
わ
た
り
に
、
花
鳥
の
 
 

色
音
の
と
か
な
る
、
心
あ
る
人
は
ま
い
て
た
の
し
か
ら
ま
し
、
 
 

長
閑
な
る
匂
を
そ
へ
て
梅
枝
に
色
音
あ
ら
そ
ふ
春
の
鴬
 
 
定
恒
 
 

香
に
ゝ
ほ
ふ
梅
の
梢
に
つ
た
ひ
き
つ
こ
ゑ
も
め
て
よ
と
鷺
や
鳴
 
 
周
久
 
 
 

（
中
略
）
、
村
の
は
し
に
出
れ
は
、
牛
東
山
の
妙
法
寺
と
い
ふ
あ
り
、
牛
頭
天
王
の
御
社
ま
し
ま
す
（
以
下
略
）
、
 
 
 

こ
こ
に
出
て
く
る
社
寺
ほ
、
そ
れ
ぞ
れ
『
新
編
武
蔵
風
土
記
堕
に
も
ゃ
軋
る
。
す
な
わ
ち
「
東
禅
寺
」
は
、
 
 
 

境
内
、
除
地
、
三
丁
に
二
丁
、
小
名
門
前
に
あ
り
、
禅
宗
臨
済
派
、
関
東
十
刹
の
一
な
り
、
霊
桐
山
と
号
す
、
惣
門
を
入
こ
と
 
 
 

凡
十
八
九
間
に
し
て
、
中
門
を
立
、
霊
桐
山
の
額
を
抱
ぐ
、
落
款
に
見
円
覚
峻
衡
碩
書
と
あ
り
、
又
五
六
間
に
し
て
池
あ
り
、
 
 
 

小
橋
を
来
す
、
又
二
三
十
間
に
し
て
本
堂
に
至
る
、
中
門
の
内
左
右
に
塔
頭
並
べ
り
（
以
下
略
）
、
 
 

「
八
幡
の
み
や
し
ろ
」
は
、
 
 
 

除
地
、
一
町
四
方
、
小
名
宮
原
に
あ
り
、
村
の
鎮
守
な
り
、
石
階
数
級
の
上
に
石
の
鳥
居
を
立
、
本
社
一
間
四
方
、
上
屋
五
間
 
 
 

に
三
間
、
東
向
、
神
体
金
像
長
八
寸
五
分
許
、
法
体
の
姿
に
て
右
手
に
軍
属
を
持
つ
、
勧
請
の
年
代
詳
な
ら
ず
、
間
宮
某
納
め
 
 
 

た
る
像
と
い
ふ
、
例
祭
六
月
十
五
日
、
九
月
二
十
五
日
、
社
彼
の
山
上
よ
り
眼
下
に
梅
林
を
臨
み
、
花
時
其
景
尤
美
な
り
（
以
 
 

下
略
）
 
 

「
妙
法
寺
」
は
、
 
 
 

除
地
、
三
町
余
に
二
町
余
、
小
名
大
戸
に
あ
り
、
法
華
宗
、
下
総
国
中
山
法
華
経
寺
末
、
牛
頭
山
と
号
す
（
以
下
略
）
 
 

と
あ
る
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
そ
の
あ
と
の
文
章
で
あ
る
。
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い
つ
の
世
の
た
ね
か
栄
へ
て
此
里
に
か
す
も
か
き
ら
す
さ
け
る
枯
枝
 
 
定
恒
 
 

風
さ
そ
ふ
浪
の
花
さ
へ
匂
ふ
ま
て
汚
を
か
け
て
さ
け
る
梅
か
え
 
 

春
こ
と
に
磯
か
枚
や
か
ほ
る
ら
ん
か
よ
ひ
馴
た
る
梅
の
下
道
 
 

旅
衣
袖
に
か
ほ
る
や
と
ま
る
ら
ん
梅
さ
く
春
の
里
を
尋
て
 
 

い
へ
も
と
そ
生
そ
ふ
梅
の
咲
い
て
～
に
ほ
ひ
の
と
け
き
里
の
春
風
 
 
周
久
 
 

さ
し
梅
に
い
ふ
せ
き
墓
の
苫
屋
ま
て
花
の
か
匂
ふ
春
風
そ
吹
 
 

尋
こ
し
か
ひ
も
こ
そ
あ
れ
梅
の
花
あ
ま
た
咲
そ
ふ
里
の
一
む
ら
 
 

あ
る
し
う
れ
し
う
や
お
も
ひ
け
ん
、
さ
ま
く
の
事
か
た
ら
ひ
け
る
、
 
 
 

杉
田
村
の
某
家
の
主
人
も
、
風
流
を
愛
す
る
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
を
め
で
て
お
と
ず
れ
る
文
人
た
ち
が
歌
や
俳
語
を
詠
 
 

じ
て
短
冊
に
書
い
た
も
の
を
、
手
も
と
に
と
ど
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
走
恒
た
ち
に
も
注
文
し
て
書
い
て
も
ら
っ
た
。
も
 
 

し
そ
の
家
が
杉
田
に
現
存
し
て
い
る
な
ら
、
か
な
り
の
旧
家
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、
ど
ん
な
人
た
ち
が
物
を
書
き
残
し
て
行
っ
た
 
 

か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
関
連
し
て
思
い
あ
わ
さ
れ
る
の
は
、
清
水
浜
臣
の
『
杉
田
日
記
』
の
一
節
で
あ
る
。
彼
も
杉
田
に
お
い
て
土
地
の
人
と
の
 
 

触
れ
合
い
を
持
つ
が
、
そ
の
書
き
方
は
、
大
井
定
恒
の
場
合
と
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
ぺ
 
 

は
じ
め
の
妙
閑
寺
の
北
、
よ
し
あ
し
の
翁
と
い
へ
る
か
も
と
に
い
こ
へ
り
、
か
の
も
ろ
こ
し
の
む
か
し
、
わ
れ
と
わ
が
管
を
折
 
 

り
し
翁
を
や
恩
ひ
け
ん
、
又
馬
の
う
せ
た
る
よ
ろ
こ
べ
る
翁
を
や
し
た
ひ
け
ん
な
ど
、
心
に
く
か
り
し
に
、
名
に
も
似
ぬ
か
い
 
 

な
で
の
ゐ
な
か
翁
な
り
け
り
。
さ
れ
と
お
な
し
煩
か
家
の
中
に
ほ
、
い
さ
～
か
心
し
ら
ひ
あ
り
て
、
梅
と
ふ
ま
ら
う
と
い
こ
は
 
 

せ
ん
ま
う
け
せ
り
。
啓
子
に
し
り
か
け
て
、
わ
り
こ
さ
～
え
な
と
と
う
て
つ
～
し
は
し
あ
る
ほ
と
、
か
た
へ
を
見
れ
は
、
壁
に
 
 

お
し
は
り
た
る
か
ら
や
ま
と
の
う
た
い
と
多
か
り
、
か
～
る
す
さ
ひ
は
、
心
お
と
り
す
る
わ
さ
な
れ
と
、
か
た
田
舎
に
は
め
つ
 
 

ら
し
く
輿
を
そ
へ
た
る
心
地
し
て
、
か
た
は
し
よ
り
ひ
と
つ
く
よ
み
見
れ
は
、
大
か
た
皆
楯
し
れ
る
人
～
の
に
て
、
去
年
の
も
 
 
 

今
年
の
も
ま
し
れ
る
中
に
、
こ
た
ひ
も
ろ
と
も
に
と
契
り
し
渡
辺
葦
、
僧
大
定
な
と
か
去
年
の
春
と
ひ
き
て
よ
め
る
も
あ
り
、
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さ
て
、
大
井
定
恒
と
周
久
の
二
人
は
「
夫
よ
り
又
こ
ん
春
を
契
て
名
残
お
し
み
つ
ゝ
」
杉
田
村
を
離
れ
、
森
村
、
清
水
坂
、
程
ケ
 
 
 

谷
を
へ
て
、
約
束
の
「
正
方
ぬ
し
」
の
家
に
つ
い
た
。
宿
は
、
知
人
の
「
常
時
」
（
伝
不
明
）
の
家
と
さ
だ
め
て
、
そ
の
夜
は
当
座
 
 

1
7
 
の
歌
会
と
な
る
。
 
 
 

又
今
年
な
る
は
狩
谷
薇
斎
は
十
日
と
し
る
し
、
詩
仏
米
庵
な
と
は
十
一
日
と
か
い
つ
け
た
る
も
見
え
た
り
。
 
 

「
妙
閑
寺
」
と
い
う
の
は
、
「
妙
法
寺
」
 
の
記
憶
ち
が
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
大
井
定
恒
の
会
っ
た
土
地
の
人
の
家
と
 
 

は
、
場
所
が
少
し
ち
が
う
。
ま
た
浜
臣
は
文
化
四
年
（
一
入
〇
七
）
の
春
こ
こ
を
た
ず
ね
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
定
恒
の
た
ず
ね
た
寛
 
 

政
四
年
（
一
七
九
二
）
か
ら
十
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
よ
し
あ
し
の
翁
」
が
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
は
う
す
い
。
 
 

し
か
し
、
土
地
の
人
の
行
為
と
し
て
、
た
ず
ね
て
く
る
文
人
た
ち
に
書
画
を
乞
う
様
子
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
大
井
定
恒
の
方
ほ
既
述
の
よ
う
に
意
気
投
合
し
、
感
謝
の
心
を
も
っ
て
対
し
て
い
る
の
に
、
浜
臣
は
ま
こ
と
に
冷
た
 
 

い
。
そ
の
号
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
「
名
に
も
似
ぬ
か
い
な
で
の
ゐ
な
か
翁
」
と
呼
ん
だ
り
、
詩
歌
を
書
く
こ
と
を
「
か
ゝ
る
す
さ
 
 

ぴ
は
、
心
お
と
り
す
る
わ
ぎ
な
れ
ど
、
か
た
田
舎
に
は
め
づ
ら
し
く
興
を
そ
へ
た
る
心
地
し
て
」
と
、
明
ら
か
に
都
会
人
の
意
識
で
 
 

向
か
い
あ
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
浜
臣
ほ
、
旅
立
ち
の
時
ほ
二
、
二
大
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
出
か
け
る
は
ず
だ
っ
た
の
が
、
都
合
 
 

が
悪
い
と
い
う
の
で
、
供
人
も
連
れ
ず
た
だ
一
人
杉
田
に
来
た
の
で
あ
る
。
来
て
み
れ
は
、
「
こ
た
び
も
ろ
と
も
に
と
契
り
し
渡
辺
 
 

葦
、
僧
大
意
な
ど
が
去
年
の
春
」
す
で
に
来
て
い
た
車
が
わ
か
っ
た
。
あ
る
い
は
友
達
の
方
に
は
、
浜
臣
と
同
行
し
て
楽
し
く
な
い
 
 

と
思
う
土
う
な
も
の
が
、
浜
臣
の
性
格
に
存
在
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

人
々
の
詩
歌
を
見
て
い
る
う
ち
、
浜
臣
も
自
然
に
筆
を
と
っ
て
長
歌
と
短
歌
二
首
を
書
き
つ
け
る
の
だ
が
、
そ
の
際
に
も
「
酒
と
 
 

い
ふ
も
の
は
、
水
く
き
の
す
さ
び
を
さ
へ
ゑ
は
す
る
に
や
あ
ら
ん
、
お
の
れ
も
い
さ
ゝ
か
の
ゑ
ひ
ご
こ
ち
に
も
よ
ほ
さ
れ
て
、
輩
の
 
 

し
り
と
り
て
長
歌
も
の
し
つ
つ
」
と
、
理
屈
を
こ
ね
た
い
い
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
の
部
分
も
読
ん
で
み
る
と
、
清
水
浜
臣
の
 
 

一
段
高
く
構
え
た
姿
勢
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
 
 
 

そ
れ
に
く
ら
べ
、
大
井
定
恒
の
、
本
人
自
身
も
無
名
で
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
た
情
緒
深
い
人
と
の
対
応
に
、
改
め
て
自
然
さ
素
 
 

直
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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の
か
れ
す
む
山
の
奥
に
も
く
れ
て
行
春
の
名
残
そ
や
る
か
た
も
な
き
 
 
常
時
 
 

当
座
よ
み
を
は
り
、
夜
も
更
ぬ
め
り
と
て
人
～
か
へ
り
つ
～
、
こ
よ
ひ
は
い
と
め
つ
ら
し
き
円
居
に
、
旅
を
う
し
と
も
し
ら
て
 
 

ふ
し
ぬ
、
 
 
 

内
閣
文
庫
本
で
は
、
常
時
の
詠
歌
の
歌
題
が
書
き
落
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
こ
こ
で
新
た
に
登
場
し
た
 
「
喜
 
 

寛
」
「
宣
方
」
が
、
正
方
、
常
時
と
同
じ
く
、
川
崎
の
住
人
で
あ
ろ
う
。
 
 

さ
め
す
 
 
 

や
が
て
夜
が
明
け
る
と
、
二
人
は
常
時
と
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
ま
た
江
戸
に
む
か
う
。
大
森
で
昼
食
を
と
り
、
鮫
津
を
へ
て
帰
 
 

宅
す
る
。
そ
う
し
て
最
後
に
、
次
の
文
章
が
あ
っ
て
一
篇
を
結
ぶ
。
 
 

日
く
れ
な
ん
と
せ
し
こ
ろ
、
正
恭
ぬ
し
の
と
ひ
き
た
り
、
杉
田
の
物
語
し
歌
な
と
見
せ
け
る
に
、
筆
を
と
り
か
ゝ
れ
け
る
、
程
 
 

ヾ
“
、
、
 
 

ケ
谷
の
馬
星
な
る
杉
田
の
梅
見
む
と
契
し
に
、
さ
ほ
る
事
あ
り
て
と
も
な
は
さ
り
し
を
、
人
ゝ
の
帰
来
て
、
彼
里
の
花
ゑ
ん
な
 
 

る
よ
し
も
の
か
た
り
す
る
を
聞
て
、
 
 
 

や
が
て
正
方
ぬ
し
、
詠
草
紙
、
短
冊
も
ち
き
た
る
、
人
～
つ
と
ひ
て
、
 
 

梅
香
常
袖
 
 

さ
く
栂
の
故
に
あ
ま
る
匂
ひ
よ
り
を
く
れ
て
さ
そ
ふ
花
の
下
か
せ
 
 

琴
柳
誰
家
 
 

せ
に
な
ひ
く
心
も
し
る
く
青
柳
の
み
と
り
を
友
と
誰
か
す
む
ら
ん
 
 

水
辺
閻
燭
 
 

咲
つ
～
く
岩
棍
の
つ
～
し
影
見
え
て
く
れ
な
ゐ
深
き
春
の
川
水
 
 

故
郷
款
冬
 
 

青
み
し
色
も
か
は
ら
す
故
郷
の
ま
か
き
あ
ら
さ
て
咲
け
る
山
吹
 
 

雨
中
散
花
 
 

春
雨
の
露
を
も
か
け
て
松
か
え
に
紫
ふ
か
く
に
ほ
ふ
ふ
ち
波
 
 

（
マ
マ
）
 
 

春
六
重
阻
題
を
出
し
て
よ
み
け
る
、
 
 

喜
寛
 
 

正
方
 
 

宣
方
 
 

定
恒
 
 

周
久
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い
た
つ
ら
に
と
は
て
杉
田
の
梅
の
花
日
を
ふ
る
ほ
と
や
う
つ
ろ
ひ
な
ま
し
 
 

か
し
こ
に
有
け
る
花
の
あ
る
し
の
心
有
け
る
よ
し
を
お
も
ひ
や
り
て
、
 
 

さ
く
梅
の
色
を
も
香
を
も
し
る
人
に
な
る
～
や
あ
か
ぬ
梅
の
下
庵
 
 

又
、
川
崎
の
や
と
に
し
て
当
座
の
歌
読
け
る
よ
し
な
と
聞
え
し
か
は
、
 
 

こ
と
～
ふ
も
か
ひ
あ
る
旅
の
中
や
と
り
心
や
と
め
し
こ
と
の
ほ
の
友
 
 

「
捏
か
谷
の
」
以
下
の
文
と
「
い
た
つ
ら
に
」
「
さ
く
梅
の
」
の
二
首
と
は
、
正
恭
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
又
、
川
崎
の
」
以
下
 
 

の
文
は
完
恒
だ
が
、
「
こ
と
～
ふ
も
」
の
歌
は
正
恭
の
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
「
正
恭
ぬ
し
」
は
、
『
片
玉
集
』
五
四
巻
に
「
正
恭
を
送
る
序
」
と
い
う
文
章
が
あ
っ
て
、
そ
の
冒
東
に
 
「
つ
ふ
ら
の
正
恭
」
 
 

と
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
人
物
、
す
な
わ
ち
『
片
玉
集
』
の
編
者
で
あ
る
津
村
正
恭
（
？
1
一
入
〇
六
）
で
あ
ろ
う
。
 
 

モ
う
ゐ
ん
 
 
 

『
名
人
忌
辰
録
』
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
等
に
よ
っ
て
、
津
村
正
恭
は
、
通
称
三
郎
兵
衛
、
涼
庵
ま
た
は
藍
川
と
号
し
た
こ
と
が
わ
 
 

か
る
。
佐
竹
候
の
御
用
達
と
し
て
江
戸
伝
馬
町
に
住
し
、
和
歌
を
よ
く
す
る
。
成
島
錦
江
の
門
に
学
び
、
石
川
雅
望
の
師
で
あ
る
。
 
 

さ
て
∴
翌
寛
政
五
年
六
月
、
現
在
の
静
岡
県
修
善
寺
町
に
保
養
の
生
活
を
し
て
い
た
時
の
執
筆
に
な
る
の
が
、
『
桂
谷
の
記
』
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

こ
の
文
章
は
、
内
容
か
ら
い
え
ば
地
誌
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
友
人
と
の
心
楽
し
い
紀
行
の
記
録
で
あ
る
『
杉
田
記
』
 
 

と
ち
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
一
人
保
養
し
て
い
る
た
め
か
、
修
善
寺
の
歴
史
や
風
俗
を
淡
々
と
紹
介
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
冒
頭
の
 
 

一
節
を
、
以
下
に
記
す
。
 
 

伊
豆
国
桂
谷
と
い
ふ
は
、
西
も
東
も
山
た
ち
つ
～
き
、
南
よ
り
北
に
な
か
る
～
川
は
、
岩
ほ
の
う
へ
を
は
し
り
、
滝
つ
せ
の
を
 
 
 

と
高
う
ゆ
く
、
西
の
山
本
に
修
善
寺
あ
り
、
此
里
は
寺
の
し
れ
る
と
こ
ろ
な
れ
は
、
そ
の
名
を
よ
ひ
て
村
の
名
と
な
す
、
い
に
 
 

し
へ
は
天
台
宗
成
し
を
、
弘
法
大
師
十
八
歳
の
比
、
此
寺
に
入
、
真
言
宗
を
ひ
ら
き
給
ひ
し
に
、
い
つ
の
比
よ
り
か
臨
済
宗
に
 
 

か
は
り
、
北
条
氏
康
の
時
、
曹
洞
宗
と
な
り
て
、
明
の
心
越
禅
師
こ
～
に
き
た
り
、
北
山
の
け
は
ひ
、
も
ろ
こ
し
の
鷹
山
に
似
 
5
3
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た
り
と
て
、
山
号
を
肖
慮
山
と
あ
ら
た
め
、
そ
の
文
字
を
額
に
し
る
し
、
今
の
山
門
に
か
け
て
あ
り
、
 
 
 

こ
う
い
う
記
述
で
地
誌
を
述
べ
て
行
く
最
後
の
と
こ
ろ
に
、
注
意
す
べ
き
語
句
が
あ
る
。
 
 

月
の
影
う
つ
ろ
ひ
夏
を
よ
そ
な
る
す
～
し
さ
は
、
又
た
く
ひ
や
は
あ
る
と
こ
ん
秋
の
暮
ま
て
お
も
ひ
や
ら
る
～
折
し
も
、
入
あ
 
 

ひ
を
告
る
か
ね
の
声
に
誰
も
京
を
も
よ
ほ
さ
～
ら
ん
や
は
、
や
か
て
暮
そ
め
し
木
陰
よ
り
、
霹
に
も
あ
ら
ぬ
光
の
ふ
た
つ
み
つ
 
 

よ
つ
ほ
の
め
く
は
、
岩
の
螢
の
と
ひ
か
ふ
そ
、
興
あ
り
と
み
ゆ
る
に
、
木
か
く
れ
て
出
ゐ
な
け
な
る
影
も
、
墨
染
の
袖
に
入
か
 
 

と
み
る
は
、
猶
真
に
こ
そ
と
定
恒
し
る
す
、
 
 

岩
波
の
な
れ
ぬ
ま
く
ら
に
を
と
つ
れ
て
雨
か
と
た
も
る
山
川
の
み
つ
 
 

う
つ
り
行
影
も
な
か
れ
て
山
川
の
い
く
瀬
の
水
に
螢
と
ひ
か
ふ
 
 

山
寺
の
常
の
あ
ら
し
の
を
と
そ
へ
て
ゆ
ふ
へ
さ
ひ
し
き
入
あ
ひ
の
か
ね
 
 

寛
政
五
年
六
月
七
日
 
 
 

こ
の
文
章
中
の
「
墨
染
の
袖
に
入
か
と
み
る
は
」
の
語
句
が
、
完
恒
が
そ
の
時
出
家
姿
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
 
 

は
あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
世
俗
の
多
忙
を
避
け
て
隠
居
し
た
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
前
年
に
、
あ
れ
ほ
ど
楽
し
げ
 
 

な
春
の
旅
を
経
験
し
て
い
た
の
に
、
突
然
の
出
家
の
よ
う
だ
が
、
年
令
、
病
気
な
ど
を
考
え
る
と
、
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
 
 

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
西
行
木
像
を
吉
野
に
寄
進
し
た
時
、
す
で
に
相
当
の
年
令
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
 
 

ら
、
そ
れ
か
ら
七
、
八
年
た
っ
た
寛
政
四
、
五
年
は
、
定
恒
の
晩
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
二
つ
の
文
章
は
、
そ
う
い
う
性
格
の
も
の
と
し
て
考
え
た
い
。
 
 

四
、
大
井
定
恒
の
こ
と
ー
そ
の
二
 
 
 

『
杉
田
記
』
『
桂
谷
の
記
』
二
つ
の
文
章
を
通
し
て
登
場
す
る
人
物
の
中
で
、
は
っ
き
り
伝
記
の
た
ど
れ
る
の
は
、
津
村
正
恭
た
だ
 
 

一
人
で
あ
る
。
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定
恒
は
、
西
行
木
像
を
ど
こ
に
奉
納
し
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

1
6
 
 
正
恭
の
紀
行
文
は
、
亀
戸
天
神
に
出
か
け
た
 
『
さ
か
さ
い
に
遊
ぶ
記
』
、
友
人
磯
野
政
恒
の
内
藤
新
宿
近
い
別
荘
に
出
か
け
た
 
5
5
 
 
 

津
村
正
恭
ほ
、
数
多
く
の
随
筆
・
紀
行
文
・
歌
集
を
の
こ
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
大
井
定
恒
の
名
が
見
ら
れ
ぬ
も
の
か
、
一
 
 

通
り
綱
べ
て
み
た
。
 
 
 

ま
ず
紀
行
文
『
恩
ひ
出
草
』
全
八
冊
ほ
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
十
二
月
十
七
日
難
波
に
お
も
む
い
た
東
海
道
日
記
に
は
じ
ま
 
 

り
、
難
波
の
春
、
大
和
路
紀
行
上
下
、
郡
の
口
ず
さ
み
上
下
、
甲
斐
の
紀
行
か
ら
な
る
。
寛
政
四
年
と
い
え
は
、
大
井
謹
恒
が
杉
田
 
 

を
お
と
ず
れ
た
の
が
そ
の
春
で
あ
り
、
年
末
難
波
に
旅
立
つ
に
際
L
、
謹
恒
は
別
れ
を
惜
し
む
人
の
一
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
 
 

れ
る
が
、
『
恩
ひ
出
革
』
の
中
に
は
一
度
も
定
恒
の
名
ほ
あ
ら
わ
れ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
大
和
路
紀
行
の
中
で
青
野
山
を
訪
れ
 
 

て
い
る
の
に
、
竃
恒
の
奉
納
し
た
西
行
木
像
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
吉
野
水
分
神
社
は
、
別
名
を
子
守
明
神
と
 
 

い
う
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
 
 

こ
こ
よ
り
本
道
に
出
て
山
陰
を
ゆ
け
は
、
子
守
明
神
の
み
や
し
ろ
に
い
た
る
、
神
塩
の
枝
盛
に
て
あ
ま
た
咲
つ
ゝ
き
た
る
、
い
 
 

と
か
ひ
あ
る
心
地
す
、
か
～
れ
は
山
の
ふ
か
う
な
り
ぬ
る
も
し
ら
れ
て
、
奥
院
の
花
さ
こ
そ
と
た
の
も
し
う
お
も
ひ
な
る
、
 
 

と
し
か
な
い
。
ま
た
西
行
庵
に
つ
い
て
は
、
 
 
 

そ
れ
よ
り
奥
ほ
遣
い
と
は
そ
し
、
苔
路
を
つ
た
ひ
ゆ
け
は
、
西
行
上
人
三
と
せ
住
た
り
け
る
所
に
て
、
岩
間
よ
り
お
ち
く
る
水
 
 

あ
り
、
苔
清
水
と
よ
め
る
は
是
に
な
ん
、
か
く
山
ふ
か
き
す
み
か
に
な
れ
て
と
し
へ
ぬ
る
ほ
と
を
お
も
へ
は
、
世
を
い
と
ひ
し
 
 

人
の
す
み
は
て
ぬ
る
心
き
よ
さ
も
、
さ
ら
に
く
み
し
ら
る
、
 
 

山
ふ
か
き
京
も
さ
そ
と
跡
ふ
り
し
苔
の
清
水
に
袖
そ
し
ほ
る
ゝ
 
 

な
ほ
一
町
あ
ま
り
く
た
れ
は
、
庵
の
あ
と
と
て
そ
こ
は
か
と
な
き
山
中
に
、
板
屋
に
て
か
こ
ひ
た
る
所
あ
り
、
ち
か
き
こ
ろ
も
 
 

な
に
か
し
ひ
し
り
と
か
や
住
わ
た
り
つ
る
と
い
ふ
、
そ
の
名
残
な
り
け
り
、
庵
わ
た
り
花
あ
ま
た
盛
に
て
、
し
ら
雲
の
こ
り
し
 
 

け
る
こ
と
く
、
白
妙
に
咲
こ
は
れ
た
り
、
 
 

と
あ
る
。
西
行
庵
跡
と
伝
え
る
所
に
、
西
行
を
慕
っ
て
隠
者
ふ
う
の
生
活
を
送
る
憎
が
、
当
時
も
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
っ
た
い
 
 



史
 
 

博
 
 

原
 
 
 

桑
 
 

『
遊
角
箸
別
笹
記
』
、
隅
田
川
を
た
ず
ね
た
『
花
見
の
日
記
』
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
宝
暦
十
二
、
三
年
（
一
七
六
二
～
三
）
 
の
若
い
 
 

頃
の
紀
行
で
、
友
人
た
ち
の
名
の
多
く
は
和
歌
を
学
ん
だ
成
島
家
一
門
の
人
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
政
二
年
、
江
戸
か
ら
出
羽
国
 
 

に
至
っ
た
旅
行
記
『
雪
の
古
道
』
に
も
、
定
恒
の
名
は
見
え
な
い
。
 
 
 

さ
ら
に
随
筆
『
辞
海
』
は
、
一
五
巻
か
ら
な
る
日
本
各
地
の
奇
談
、
古
今
の
話
題
を
書
き
つ
ら
ね
た
も
の
だ
が
、
定
恒
の
名
は
見
 
 

あ
た
ら
な
い
。
ま
た
『
冷
泉
家
御
褒
詞
詠
藻
』
二
巻
は
、
正
恭
の
同
門
の
友
人
た
ち
の
詠
藻
で
、
冷
泉
為
綱
、
為
泰
の
評
を
加
え
て
 
 

も
ら
っ
た
作
品
を
、
四
季
・
恋
・
雑
な
ど
に
分
校
し
た
私
撰
集
で
あ
る
が
、
定
恒
の
詠
は
な
い
。
『
杉
田
記
』
 
に
登
場
す
る
人
名
と
 
 

一
致
す
る
も
の
に
、
「
正
方
」
な
る
人
物
は
い
る
が
、
「
甲
斐
庄
武
助
」
と
注
せ
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
別
人
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
 
 

る
。
 
 
 

以
上
を
要
す
る
に
、
浮
村
正
恭
は
、
大
井
定
恒
に
と
っ
て
決
し
て
親
し
い
間
柄
で
は
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
『
杉
田
 
 

記
』
 
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
正
恭
は
、
『
杉
田
記
』
『
桂
谷
の
記
』
 
の
二
篇
の
文
章
を
、
自
分
の
編
纂
し
た
叢
書
 
「
片
玉
 
 

集
」
に
入
れ
た
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
 
 
 

定
恒
に
と
っ
て
親
し
い
の
は
、
同
じ
く
無
名
の
「
言
の
菓
の
友
」
周
久
で
あ
り
、
川
崎
に
戻
っ
た
正
方
た
ち
で
あ
る
。
無
名
の
小
 
 

グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
和
歌
を
詠
み
あ
い
、
花
を
た
ず
ね
る
生
活
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
無
名
人
の
行
為
で
あ
る
か
ら
、
 
 

今
日
青
野
水
分
神
社
に
伝
わ
る
西
行
木
像
は
、
お
そ
ら
く
奉
納
の
最
初
か
ら
人
々
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
ひ
そ
や
か
な
営
為
 
 

で
あ
っ
た
ろ
う
。
大
井
定
恒
の
胸
中
に
形
成
さ
れ
て
い
た
西
行
の
イ
メ
ー
ジ
の
結
晶
と
し
て
考
え
る
と
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
彼
の
文
 
 

章
『
杉
田
記
』
は
、
今
さ
ら
な
が
ら
緩
い
感
情
の
あ
ふ
れ
た
も
の
と
い
う
印
象
を
濃
く
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

〔
追
記
〕
 
稿
後
、
1
4
の
イ
ロ
ハ
、
1
5
、
1
6
を
調
査
実
見
し
た
。
1
5
は
右
脚
を
胡
座
に
し
、
そ
の
上
に
右
手
、
左
脚
を
立
て
て
そ
の
 
 
 

膝
に
左
手
を
置
い
て
、
正
面
を
見
て
い
る
。
顔
は
な
か
ば
破
損
し
て
い
る
。
布
地
の
衣
服
を
ま
と
っ
て
い
る
。
 
 
 


